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建築から、ひとを感じる、まちを知る

建築は、まちに息づく人、社会、文化とともに生きています。

近代から現代まで、東京の多彩な建築を体験し、

つくるひと、使うひと、守りýぐひとなど、さまざまな思いに触れる。

建築を楽しむことを通じて、まちと身近になる。

<東京建築祭=は、そんな機会をつくっていきます。
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ひとの思いに触れる

いつの時代にも建築は、まちがめざす豊かさを象徴する役割を担います。それぞれの時代の革新の
記憶を受けýぎ、新たな挑戦が層を成していく。そこには、つくるひと、使うひと、守りýぐひと
など、さまざまな人の思いが込められています。東京の多彩な建築を体験し、そこに携わる人たち
と出会い、思いに触れることで、建築との関係性がより親密なものになればと願っています。

まちの魅力を再発見する

建築を意識すると、いつも通り過ぎている風景が新鮮になります。暮らしに深みが増し、旅する目
的が加わります。建築を楽しむことは、新たな視点でまちの魅力を再発見することにつながりま
す。
建築を通して、東京と、もっと親しく。東京を、もっと楽しく。たくさんの人々が建築との関係を
変えるきっかけを、皆さんとともにつくります。

建築と、まちの未来を考える

東京は変わりþけています。強い意志で守りýぐ建築がある一方、時代を経て姿を消すものがあ
り、新しい価値観を世に問う斬新な建築も生まれています。歴史的建築も現代建築も、まちの記憶
を受けýぎながら、人々とともに新たな未来をつくる生きた建築として、使われ、愛されþける存
在であってほしい。
建築を愛するまちには、まちの魅力を存分に体現する、建築との付き合い方があるはずです。それ
が、まちの景色になっていく。
私たちが暮らし、働き、訪れる東京というまちの風景が、愛と魅力に溢れたものになっていけばと
考えています。
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人をつなぐ建築の力

建 築にはもっと人をつなぐ力があるはずです。<東 京 建 築 祭2024=
は、それを明らかにするものとなりました。

この建築のお祭りの期間中、多くの人をn段は見ることのできない建
物Õに招いてくれた参加建築の皆さま。いつもとÕう方々から、どん
なß応が得られたでしょうか？

初 めての × り 組 みに 対 して、 数 多 くのクラウドファンディング、 協
賛、助成をお寄せいただきました。すべてのお顔を存じPげていませ
んが、建築が生むつながりは、街の風oを変え、多様なメディアが掲
載したこのイベントの実現が証明しています。

興味津々に建築に触れていた参加者は、現在の社会を共にしている人
だけでなく、ここにいない人にも出 会っていたのだと思います。自ら
の°任で方向性を決めた人物がおり、いま目に見える形へと工Ïした
人びとがいます。そのà、建物の設計を行ったり、街が良くなるよう
に調整したり・・意外なほどにさまざまな人間のつながりで世界が成
り立っていることを、建築は教えてくれます。

引きþき<東京建築祭=は、始まりでありたいと願います。楽しむこ
と、よりよい社会を築くこと、そのために建築を気づかうことへの。

<東京建築祭2024=の雰ö気がúまった、この開催レポートをお¯み
いただき、来�ぜひご参加、ご支援ください。

実行委員長　倉方俊輔
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᷿ログラム

参加者

広報

メディア

収入

全体概要 ᷿ログラム 広報

日　程｜2024�5o18日(土)〜26日(日)

会　期｜9日間　※メイン期間2日間

エリア｜日q橋・京橋、丸のÕ・大手�・p楽�、

　　　　銀ÿ・築地、そのà

参加建築数｜54件

来場者数ÿ特別公開＋ガイドツアーĀ｜のべ6.5万人

公式᷿ログラム参加者数｜のべ約ÿ万人

連携᷿ログラム参加者数｜のべ約810人

ボランティアスタッフ数｜のべ約340人

協賛・寄付｜

　企業協賛　13社　5,400,000Ö

　クラウドファンディング　337人　6,243,333Ö

助成｜

　アーツカウンシル東京　11,500,000Ö

■ 公式᷿ログラム

特別公開・特別展示

　建築数｜18件

　来場者数｜のべ約62,746人

ガイドツアー

　開催数｜44企�、87回

　参加者数｜のべ1,422人

　応募者数｜のべ16,466人ÿ抽選倍率�均12倍Ā

キックオフイベント参加者数｜202人

クロージングイベント参加者数｜102人

オーディオガイド

　音声ガイド数｜16建築32ù

　ア᷿リダウンロード数｜3,489

　ア᷿リ利用者数｜のべ5,921]ÿ2024/5/14-26Ā

ライブ配信

　開催数｜1回

　視聴回数｜11,866回

■ 連携᷿ログラム

講演参加者数｜2件/324人

ライブ配信視聴者数｜2件/489人

ブックフェア｜8店�

無料巡回バス｜3路線

メディア掲載件数｜65件

公式ウェブサイトPV数｜1,017,408ÿ2024/4/11-7/31Ā

公式ウェブサイトユーザー数｜185,252

公式SNS Xフォロワー数｜5,772人

公式SNS Instagramフォロワー数｜6,295人

メールマガジン登録者数｜4,000人

パンフレット印刷数｜20,000部

ポスター印刷数｜350部

※2024/07/31時ù
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特別公開・特別展示 ガイドツアー 各種企画・連携イベント

通常は非公開の建築のN般公開や、特w

な資料の展示を実施。公開時間Õであれ

ば自vに出入りし、自Vのペースで見学

が可能。

件数｜特w公開14件、特w展示4件　　　　　　

計18件

参加費｜無料

申込｜不要

建築に携わる人、暮らす人、建築家や研究者

などの専門家の解®とともに巡る特wなツ

アーを多数開催。

開催数｜44企�ÿ計78回Ā開催

参加費｜基qp料

申込｜要・抽選

　　 ÿ4/11申込開始、4/26申込締WĀ

外 部パートナーとの連 携や、共 催による

講 演イベントやフェアなど、建 築 祭 前に

も後にも楽しめる企�を展開。

主催イベントÿYouTube配信Ā｜1件

連携イベントÿ講演Ā｜2件

ライブ配信｜2件

　ÿÕ1件は建築祭オフィシャルクラブĀ

ブックフェア｜8店�
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協　力 ｜　N般ᗿ団法人大手�・丸のÕ・p楽�地区まちづくり協議会
　　N般社団法人中央区観Z協会
　　N般社団法人東銀ÿエリアマネジメント
　　N般社団法人東京建築アクセスポイント
　　東京へリテージマネージャーの会
　　照明探u団
　　株式会社マヌ都市建築研究所
　　株式会社フラットフィールドテクノロジーズ

協　賛　｜　株式会社 ジンズ ホールディングス

　　株式会社 山QPMC

　　株式会社 竹中工Û店

　　株式会社 O菱地所設計

　　株式会社 梓設計

　　株式会社 Ü井建築設計ÏÛ所

　　株式会社 久米設計

隈研吾建築都市設計ÏÛ所

株式会社 日建設計

株式会社 日q設計

DE-SIGNグルー᷿

Tokyo Localized

株式会社NTTファシリティーズ

　　委員長

　　委　員

　　監　事

　　事務局

　　｜　倉方俊輔ÿ大阪公立大学 教授Ā

　　｜　伊藤香織ÿ東京理科大学 教授Ā

　　　　u所辰之助ÿ日q大学 教授Ā

　　　　山﨑鯛Ïÿ東京工業大学 教授Ā

　　　　Þx和üÿ株式会社O菱地所設計 エグゼクティブフェロー、
　　　　　　　　　神奈川大学 教授Ā

　　　　松岡孝治ÿ公益ᗿ団法人東京観Zᗿ団Ā

　　　　宮沢洋ÿ株式会社ブンガネット 代表Ā

　　　　以倉敬之ÿ\\会社まいまい 代表Ā

　　｜　u中慎ÿ税理士法人u中経営会計ÏÛ所 税理士Ā

　　｜　\\会社まいまい

助　成 ｜　公益ᗿ団法人東京都歴史文化ᗿ団 アーツカウンシル東京
　 0芸術文化魅力創出助成1

東京建築祭実行委員会主　催
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02-03　｜　ガイドツアー　1 26



02-03　｜　ガイドツアー　2 27



02-03　｜　ガイドツアー　3 28



02-03　｜　ガイドツアー　4 29
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日時｜2024�5o20日ÿoĀ18:00-20:00

ナビゲーター｜倉方俊輔ÿ実行委員長、建築史家Ā 

ゲスト｜藤q壮Ïÿ建築家Ā、u中仁ÿジンズホールディ
ングス代表×締役CEOĀ

会場建築解®｜齊木v多加ÿO越劇場�支配人Ā

   

場所｜O越劇場ÿO越日q橋q店ÕĀ  

参加者｜クラウドファンディング支援者、ボランティアス
タッフ、公開建築・ガイドツアー関係者、協賛企業、メ
ディア関係者

参加人数｜202人

東京建築祭立ちPげのトークイベント。

祭りづくりに携わる関係者へのお礼と共に、東京建築祭の

意義、皆でつくる建築祭であることを確�。第N回東京建

築祭のスタートにふさわしい門出となった。
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日時｜2024�5o26日ÿ日Ā18:30-20:30

場所｜Ü井建築設計ÏÛ所　東京ÏÛ所

参加者｜公開建築、ガイド、ボランティアスタッフ等、各種
関係者

参加人数｜102人

東京建築祭2024を無Ïに終え、尽力いただいたすべての方々

への労を労うイベント。祭りの振り返りと来�に向けての豊

富を語り\い、次�þにþく喜びと期待に満ちた穏やかな時

間となった。
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東京建築祭の歩き方 ー特別公開建築を徹底解®ー

日時｜2024�5o20日ÿoĀ18:00-20:00

ナビゲーター｜以倉 敬之ÿ東京建築祭実行委員Ā 

ガイド｜倉方俊輔ÿ建築史家、東京建築祭実行委員長Ā

   

場所｜YouTube　東京建築祭チャンネル

参加費｜無料

視聴回数｜11,866 回

チャンネル登録者数｜642人

会期前に、全公開建築の見どころを建築史家で実行委員長

の倉方俊輔が徹底解®。建築に詳しい方も、そうでない方

も、自Vなりの楽しみ方ができる祭りであることを紹Ï。
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感想(n=99)

建築ツーリズムに出かけよう

ー東京建築祭の開催に寄せてー 

日時｜2024�5o24日ÿ金Ā19:00-20:30

ガイド｜山﨑鯛Ïÿ東京工業大学博物館、東京建築祭実行
委員Ā

   

場所｜日比谷÷書文化館  

参加費｜1,000ÿ税込Ā

参加人数｜151人

主催｜千代u区立日比谷÷書文化館 日比谷カレッジ

共催｜東京建築祭実行委員会

千代u区立日比谷÷書文化館が運営する<日比谷カレッ

ジ=Õの講ÿを共\開催。近現代の建築ツーリズムを通し

てその魅力を再~見し、東京の文化的魅力をÚめる試みで

ある東京建築祭の意義を東京工業大学博物館�館長で東京

建築祭実行委員の山﨑鯛Ïがレクチャー。



O越劇場見学会スペシャル ー建築編ー

日時｜2024�5o24日ÿ金Ā19:00-20:30

ナビゲーター｜齊木v多加ÿO越劇場�支配人Ā 

ゲスト｜PÞ広Úÿl河建築設計ÏÛ所Ā

   

場所｜O越劇場ÿO越日q橋q店ÕĀ

参加費｜2,200ÿ税込Ā

参加人数｜173人ÿ招待含むĀ

主催｜日q橋O越q店

東京建築祭の開催に\わせ、優れた装飾様式を維持するO

越劇場の見学会を開催。創建当時より日q橋O越q店の設

計を担当するl河建築設計ÏÛ所のPÞ広Ú氏をゲスト

に、建築の観ùから、O越劇場の歴史や見どころを紐解い

た。
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東京建築祭を100倍楽しむ

ー伊東忠太から藤本壮Ïまでー

日時｜2024�5o13日ÿoĀ20:00-21:30

ガイド｜倉方俊輔ÿ建築史家、東京建築祭実行委員長Ā

ナビゲーター｜以倉敬之ÿまいまいツアー、東京建築祭実
行委員Ā

 

場所｜ZOOM ウェビナー  

参加費｜3,000Öÿ税込Ā

参加人数｜329]

主催｜建築祭オフィシャルクラブ

共催｜東京建築祭実行委員会

東京・京都・神戸のO建築祭\\の会員組織<建築祭オ

フィシャルクラブ=の会員限定ライブ配信。

東京建築祭実行委員長で伊東忠z研究の第N人者でもある

倉方俊輔が、特w公開建築の建設に携わった多彩な<建築

家=を通してそれぞれの時代におけるまちの役割、ひとの

思いと建築の関係を紹Ï。

02-07　｜　連携イベント／ライブ配信 37
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世界に学ぶ建築の楽しみ方 ー^民が盛りPげる建築ガイ
ドツアーー

日時｜2024�5o21日ÿ火Ā18:30-20:00

ファシリテーター｜亀井靖子ÿ日q大学Ā 

ガイド｜國V 元zÿ東京理科大学Ā、u口 純子ÿ]城大
学Ā

   

場所｜ZOOM ウェビナー

参加費｜無料

参加人数｜約160]

主催｜日q建築学会建築教育委員会　近現代建築アウト
リーチWGp志

日q建築学会建築教育委員会　近現代建築アウトリーチ

WGp志によるライブ配信レクチャー。

�外の建築ガイドツアーY²Ï例をもとに、専門家以外の

市民が率Yして参加する建築ツアーによるまちの盛りPが

りを紹Ï。初の開催となる東京建築祭において、開かれた

建築の楽しみ方をナビゲートした。
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5o11日ÿ土Ā～6o2日ÿ日Ā

銀座 蔦屋書店　

BOOK売場ÿ建築・デザインĀ

5oP旬～Q旬

丸善丸の内本店

丸善日本橋店

丸善お茶の水店

ジュンク堂書店池袋本店

ジュンク堂書店立川Û島屋店

丸善京都本店

5oP旬～Q旬

教文館書店

丸善ジュンク堂書店<東京建築祭を楽しむ=

建築おさんぽガイドや入門書から深掘りqまで。東京

建築祭 実行委員が選んだ、建築とまちに関するブック

フェアを、東京各店と、京都の店�でも開催。

会期｜2024�5oP旬 ー Q旬

参加店舗｜丸善丸のÕq店

　　　　　丸善日q橋店

　　　　　丸善お茶の水店

　　　　　ジュンク堂書店�袋q店

　　　　　ジュンク堂書店立川Û島屋店

　　　　　丸善京都q店

教文館書店<東京建築祭ブックフェア=

A.レーモンド設計で、ツアー会場でもある教文館ビル

Õの書店にて、日qのモダニズム建築を支えた]作や

建築家に関する書籍などを紹Ï。

会期｜2024�5oP旬 ー Q旬

銀座 蔦屋書店

東京建築ガイドqはもちろん、GINZA SIXの設計者で

ある谷口]生や中銀カ᷿セルタワービルといった銀ÿ

ゆかりの建築書まで。銀ÿ 蔦屋書店の建築コンシェル

ジュがセレクトした、東京建築祭を楽しむためのお薦

め書籍を紹Ï。

会期｜2024�5o11日 ー 6o2日
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オーディオガイドア᷿リ まいまいポケット

ガイド｜倉方俊輔ÿ建築史家、東京建築祭実行委員長Ā

利用者数ÿ音声データDL数Ā｜3,489人

地÷と音声ガイドを融\したまち歩きア᷿リ<まいまいポ

ケット=および公式サイトにて、公開建築の解®音声を公

開。ガイドのつかない特w公開᷿ログラムにおいて、見学

前のÏ前準備や当日の見学ナビゲーションとして評価を得

た。



02-08　｜　見学サポート／無料巡回バス 41

丸の内シャトル／メトロリンク日本橋・日本橋Eライン

日時｜11：00～18：00ÿ日q橋Ā19：00ÿ丸のÕĀ

　　　約15～30V間隔で巡回運行

   

場所｜無料

運営｜日の丸自動車興業株式会社

東京建築祭対象エリアÕで運行する、無料の巡回バス3路

線ÿ日の丸自動車興業株式会社運営Āとの広報連携。参加

建築をつなぐきめ細かな移動手段として活用された。

Creative Commons license created by Comyu
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参加者03

03-01｜参加者数

03-02｜参加者アンケート



03-01　｜　参加者数 44

来 場 者 数 のべ 約 6.5万人
ÿ特w公開+ガイドツアーĀ

特別公開｜約62,840人

ガイドツアー｜約1,500人

そのàのオフィシャル᷿ログラム

キックオフイベント｜202人

クロージングイベント｜102人

ライブ配信：視聴回数｜11,860回
　　　　　　ÿチャンネル�録642人Ā

連携᷿ログラム

講演／建築ツーリズムに出かけよう｜約151人

講演／O越劇場見学会｜約173人

ライブ配信／東京建築祭を100倍楽しむ｜約329人

ライブ配信／世界に学ぶ建築の楽しみ方｜約160人

日wÕ訳｜ 5/21ÿ火Ā約       1,140人
5/25ÿ土Ā約 　33,000人
5/26ÿ日Ā約 　28,700人



45

職業や学業の専攻は建築関係に関係するものですか？

どちらからのご参加ですか？ �代 性w

東京を中心とした、幅広い層の人が参加。
3/4近くが女性。

80%以Pが非専門家、70%近くが建築祭初心者。

àの建築公開イベントに参加したことはありますか？ÿ複数選択可Ā

15.3%
16.3%

7.9%
4.9%

1.7%

2.4%
1.4%

0.3% 
0.9%

0.1% 

68.8%
4.0%

03-02　｜　参加者アンケートÿn923Ā ※開催後インターネットにて回答募集



03-02　｜　参加者アンケートÿn923Ā 46

参加した᷿ログラムの種類と件数を教えてください。

東京建築祭を何で知りましたか？ \行者と参加されましたか？

半数近くがX、20％近くがInstagramにて
情報取得。

特別公開は、１人あたり�均4.3件を見学。10件以Pも10%超。
ガイドツアー、そのàのイベントは、約70%が参加なし、1件参加が20％前後。

ガイドツアー 特w公開・特w展示 そのàイベント・連携企�

62%がお一人で参加。そのà、趣味の仲間や、
建築祭で知り合った方と回られたという声も。

45.3%
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6.1%
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4.2%

62.1%

14.6%
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※開催後インターネットにて回答募集



03-02　｜　参加者アンケートÿn923Ā 47

来�も東京建築祭の開催を検討しています。東京建築祭
2025が開催されたら参加したいと思いますか？

東京建築祭に参加したことで、建築や、そこに関わる
ひとに対する興味・関心がÚまりましたか？

東京建築祭に参加してみていかがでしたか？

参加者の80%以Pが満足、
87.5%の参加者の建築やひとへの関心を喚起。

推奨意向83.9％、次回参加意向89.6%。

東京建築祭を、Ü人や知人に勧めたいと思いますか？

※開催後インターネットにて回答募集



● n段入れない部Vへ入れたこと

● n段はあまり気に留めることのないところに素晴らしい美があり、面�かっ
た。建 築 物を見る目が変わったと思う。パンフレットをもらったので、後
日、n段から公開している建築物の見学に行く予定。

● なんといっても開催できたこと自体が素晴らしいと思います。

● 信じられないくらいに多くの建 築 物オーナーが協 力してくれたこと。さら
に、参加した観ûたちが熱心なのにとても知的な態þを¯いていたこと。し
かも、時にはとてもフレンドリーだったこと。

● 建築祭に参加している方々はみなさんマナーがいいと思いました。

● 待ち列の誘^のため現地に立ち会っていたオーナーさんから直接おûや想い
を伺えて面�かった

● 建築家から直接ûをうかがえたのが最Úです。

● ガイドツアーの解®者さん、案Õのスタッフさん皆さん親Wで、初心者でも
気後れすることなく参加出来た。

● 建築好きな方がこんなにいると知れたこと。パンフレットを持った人と行き
交う風oが楽しかったです。

● 1人で参加しましたが、会場のスタッフの方や行列に並んでいる人たちと、
ûができたこと。

● 徒歩圏Õで回れるところが多かったこと。専門的な知識がなくても参加しや
すかったこと。

● ボランティアスタッフの態þÿ冷静な情熱Āが見Ïで、観ûに対してとても
気Vの良い距離の×り方だった。

● SNSでの混雑状況~信がこまめで助かりました

● 建築に詳しくなくても気軽に行けました。Ï前にYouTubeの徹底ガイドを見
たのでより楽しめたと思います。

03-02　｜　参加者アンケートÿn923Ā 48

Î回の東京建築祭で良かったところを教えてください。ÿ抜粋Ā Î回の東京建築祭で改善してほしいところを教えてください。ÿ抜粋Ā

● ガイドツアーを増やして欲しい。

● 混雑によって諦めた部Vがあるので、次回は全て回りたい

● 混雑状況は把握できましたが、Ï前整理xや予約等もあると、計�が崩れる
ことなく見たいところを回れるので、来�はそれを期待です。

● 長時間並んだ割に、見学箇所が_さい建物もあったので、見学時間がÏ前に
わかると効率良く回れるのでは。

● 無料の公開は人が集まりすぎるため、人数を限定して公開する場所は数�Ö
でも良いので入場料を×るべきだと思います。

● 東京という母数の多い都会であるがためにÎ後公開エリアや建物が増えてい
くことを期待しています。

● 土地Úがなく通常から公開しているものなのかがわからなかったので、その
日しか見られなかった建築を逃してしまったこと。

● 人が多すぎて途中で列が打ちWりになるのはß方ないが、それをVかりやす
く教えて欲しい

● とにかく混雑対策！ぜひ日数や公開時間の拡充をしてほしいです。また、人
気の場所はÏ前に整理xがとれると良いなと思いました。ガイドツアーは狭
き門すぎて全くご縁がなかったので、ここについても枠が増えるといいなあ
と思います。あとは公開範öがわかりづらかったり、n段から見れるものと
Î回しか見れないものがわかりづらかったùはもう少し改善されると良いな
と思いました

● チラシを駅構Õなど移動手段のスポットにÏ前に置いていただくと助かりま
す。

● オンラインで建物ごとのチケットもしくは整理xをØけ×れるようにして欲
しいです。オンライン予約システムを^入したり、案Õの標準的ロジの確立
・研ïを可能にしたりするために、p料のパスポートやガイドブックを販売
しては如何でしょうか。

普段入れない場所の見学のà、東京建築祭の実現そのも
のや、多くの建築ファンの存在を喜ぶ声をいただいた。
初心者が気軽に参加できるß組みへの評価、スタッフや
参加者との交流を楽しんだという声も多数。

改善点は、ガイドツアーの倍率のÚさと、
特別公開の見学エリアの拡大や周知、混雑状況
の改善に集中。

※開催後インターネットにて回答募集
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参加建築04

04-01｜参加建築N覧

04-02｜参加建築アンケート



04-01　参加建築一覧 50

特別公開　18建築
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JINS東京q社

計54建築



● これだけ大規模な建築イベントが東京で初めて開催されたこと。そこに
初回から中核的存在として協力できたこと

● 多くの方が潜在的に持っている、建築の関心を|び覚ました。

● <建築=という観ùで、多くの人をまちに|ぶことができました。

● 当ビルを通して、人々が交流できたこと。建築はリアルな交流᷿ラット
フォームになることを感じられた。

● 無料公開ができたことと\様の建物が18棟も参加されたこと。ビル関係
者の協力とご入居者の協力

● 当館を新たな視ùで多くの方にご覧いただけたこと。

● n段会えないような幅広い参加者に建築や当社の業Ûについて知ってい
ただく機会となり、たくさんの方に喜んでいただけた。

● 設計者の思いや日�の×組みを参加者に伝えることができ、とても良い
機会だった。

● 多くのみなさまに楽しんでいただけ、ご期待やûÜ性を感じられたこと
はとてもありがたい機会でした。

● ボランティアスタッフの方々の士気のÚさ

● 誘^や通行人への注意喚起など、スタッフが主体的に×り組んでいた。

● 施設tのスタッフの臨機応変な対応。

● 建築主や、ガイドをつとめた設計者が喜んでいた。

● 将来、建築を˿強したいÚ校生の参加者と会ûをする機会もあった。

ユースを対象にしたイベントもあると、よりo来につながるイベントに
なると思う。

● 建築を楽しむ方のモラルのÚさと民þのÚさ

04-02　｜　参加建築・関係者アンケートÿn33Ā 51

Î回の東京建築祭の良かったùを教えてください。ÿ抜粋Ā Î回の東京建築祭の改善ù・お気づきのùを教えてください。ÿ抜粋Ā

● 想定見学者人数と実際見学者人数の乖離

● 待ち時間が長いù。公開建築の増加や日数などの工{

● ツアーの倍率のÚさ

● 想定外の来場者数で、N般のおû様にご迷惑をおかけした。Î�
を踏まえて、来�はよりよい運営になるように諸々検討したい。

● Î後もýþしていくための資金として、当日、寄付という形で当
日の来場者からお金を集めても良かったと思う。

● 可能な限り、ツアー参加者の᷿ロフィールを知りたいです。

● ツアー申し込み時に、o就学児やバリアフリー等に配慮のp無を
申し込み時に確�いただきたいです。

● <PR等の写真に映り込んでもOK=な方のみがツアーに参加でき
るß組みにするのが良いと思います。

● ボランティアの方々の連携がとても良かったと思うので、来�は1
部2部の方をN人\じ人にする。2部と3部も1]は\じ人にする。
とすると、引きýぎがスムーズでよいと思いました。ÿÎ�はう
まく引ýぎしてくださいましたĀ

● スタッフはàのビルをほとんど見れなかったので、ほかのビルの
見学にも行けるように、拡充と移動手段のシェアライドなども準
備しておきたいと思います。

● Ü全管理等、スタッフの教育

● 来�þはぜひ神uエリアとして、設定して�ければと存じます。
また、当社がまちづくりを通じて、つながりがあるオーナーが所
pする]建築について、ÏÛ局さんにÏ前にご相談のP、お声か
けのお手伝いをさせていただければと存じます。

公開建築やガイドツアーのキャパシティ最適化
のà、実施方法やスタッフ運営まで、Î後へ向
けて様々にp益なご提案をいただいた。

東京建築祭が建築の可能性を拡張する機会に。
普段出会えない人々と触れ合い、楽しんでいただけた
こと、各種スタッフや参加者についてもÚ評価。

※開催後インターネットにて回答募集
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来�も建築祭の開催を検討しています。
現時ùでの次回の参加意向をお聞かせください

74.1%が来�の建築祭へ参加の意向。
そのàは来�の状況次第。

参加意向の理vをお聞かせくださいÿ抜粋Ā

● ýþは基盤作りにとても大W！
● 建築ファンのすそÞと広げたいと共に、より多くの人に建築に触れ

ていただきたい

● 都市部に残る歴史的建造物は保存ý承活用されることがÎ後の都市
文化にとってÝ要だと考え、そのためには市民を始めとしたN般の
人々の建築に対する関心がÚまることが必須であると考え、自Vも
それに資する活動に関わりたいú。

● 当社として参加・協力することに大きな意義を感じているから。

● 設計ÏÛ所の°任として、協力しないといけないと思っています。

● N般の方に当社業Ûをお知らせできる良い機会であるから

● Î回のß響が大きかったため

● いろいろな課Üはあるものの、建築主も公開に対して良い印象を持
たれていたことと、N般の方々がここまで建築を見たいという要望
があったのは驚きでした。

● こちらも楽しかったので

● ßÏP、n段は建築をû観視・ð瞰してみている社員が多いが、祭
の間は純粋に建築を楽しんでいた様子が印象的だった。業界のN員
として、建築を魅力を~信し、業界の活性化につなげる活動に参加
することに意義があると感じている

● 次回開催時期はその�の活動状況が明確でなく、おØけできる状況
かv断がつかないため。

● q冬より、当施設が耐震工Ïに入るため

● ±p開催で、Øけ入れtの混雑状況がわからないため。

● 見学者が多くN般利用者へ迷惑をおかけする懸念

● テナント入居のú、見学が不可となります。

建築祭開催の社会的意義、企業としての参加意義、
つくり手としての楽しみが参加意向の理由。

※開催後インターネットにて回答募集
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ボランティアスタッフ05

05-01｜応募者概要

05-02｜活動概要
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男女比 �代

居O地 àの建築祭でのスタッフ経験はあるか

応募者総数 207]。参加者属性とほぼ\様に、
75%が女性、�齢は各�代にわたっている。

87.4%が首都圏から応募。
初の建築祭スタッフに挑戦した人が86.4%。
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ボランティアスタッフ募集｜4o12日ー5o8日

オンライン®明会｜5o15日

スタッフ質問会開催｜5o19日、23日、24日

ツアー、公開サポート業務｜5o18日ー26日

実働人数｜のべ340人

2025�開催へ向けてのスタッフミーティング｜6o7日

スタッフグッズ｜オリジナルTシャツ

招待｜5o20日キックオフイベント

　　　5o26日クロージングイベント
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広報06

06-01｜コミュニケーション・アイデンティティ

06-02｜パンフレット

06-03｜ポスター

06-04｜WEBサイト

06-05｜SNS／X

06-06｜SNS／instagram
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直線で構成したソリッドで力強いロゴタイ᷿。水�垂直に

対し、自vに動く斜線が生きた建築の躍動感を表現してい

る。若々しく現代的な、彩þのÚいイエローをブランドカ

ラーとし、視�性をÚめている。

東京建築祭ロゴデザイン コミュニケーションコピー

建築から、ひとを感じる、まちを知る

参加者への提供価値と、建築文化の�透、拡張をはかるとい

う社会的価値を伝えるコピー。

建築をつくる人、使う人、Ûりýぐ人など様々な人々の思い

に触れ、参加者が新たな見方で東京のまちを再~見し、まち

に親しむ機会をつくると言う基q方針を表現している。
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サイズ｜A4

ページ数｜8ページ

印刷部数｜20,000部

配_場所｜各公開建築、ブックフェア書店、無料巡回バス
車Õ 等

パンフレットは機能性をÝ視し、持ち歩きながら特w公開

・特w展示建築を巡れる地÷をメインとしたものをv作。

メイン期間の5/25-26は、イエローのパンフレットを持っ

た人がまちに溢れ、建築好きどうしが声を掛け\うZoも

多く見られた。

実際の参加者数と想定参加者数の乖離により印w部数が少

なく、期間中é々に不足したこと、パンフレット入手場所

が少なかったことはÎ後の課Ü。
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ポスター

サイズ｜B1、B2、A1

印刷部数｜B1ポスター：200枚

　　　　　B1パネル：10枚

　　　　　B2ポスター：40枚

　　　　　B2パネル：1枚

　　　　　A1ポスター：8枚

掲出場所｜各公開建築、ブックフェア書店、東京国際
フォーラム

主に、公開建築のサインとして活用した。
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URL｜https://tokyo.kenchikusai.jp/

開設｜2024�4o

サイト構成｜計79ページÿ外部ページ含むĀ

ページビュー｜1,017,408ÿ2024/4/11-7/31Ā

ユーザー数｜185,252

※外部チケットサイトÿteketĀ除く

᷿ログラムやスタッフの募集、パンフレット掲載など、東

京建築祭の基q情報を告知する情報᷿ラットフォームとし

て活用。

メイン期間の5/25-26にはアクセス過多によるサーバダウ

ンのため閲覧できない時間帯が~生した。

※会期後サーバ増強対応済み　

https://tokyo.kenchikusai.jp/
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アカウント｜@tokyokenchiku

URL｜https://x.com/tokyokenchiku

開設｜2024�2o

フォロワー数｜5,707人

最大イン᷿レッション数｜1,155,465

最新イベント情報、当日の混雑状況等を~信。各種メディ

アや関係者との相互拡散とともに、東京建築祭を支える情

報~信ツールに。

Xでの混雑状況~信はアンケートでもÚい評価の声をいた

だいた。また、東京建築祭5/27には<東京建築祭=がXの

検索トレンド入りを果たした。

リツイート768
閲覧数24万

リツイート649
閲覧数12万

リツイート222
閲覧数38万

リツイート559
閲覧数17万

フォロワー数｜ピーク時5,772人
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アカウント｜@tokyokenchikusai

URL｜https://www.instagram.com/tokyokenchikusai/

開設｜2024�2o

フォロワー数｜6,295人ÿ7o時ùĀ

リーチ数｜5.1万ÿ4/18〜7/16Ā

　　　　　フォロワー5,277人、フォロワー以外4.6万人

基q情報、イベント情報、メディア掲載情報、当日の混雑

状況等を~信。写真を多用した投稿や動�を用い、必要Ï

項の連絡とともに、東京建築祭の空気感を伝Ôするツール

として活用。

リーチに基づくトッ᷿コンテンツ

5/26 5/26

5/24 6/11

5/18

https://www.instagram.com/tokyokenchikusai/
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メディア掲載07

07-01｜メディア掲載概要

07-02｜WEBメディア

07-03｜新聞・雑�
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᷿レスリリース｜2/9、4/12

掲載数｜65件36媒体以P

複数回掲載の媒体｜

　¯売新聞ÿ¯売新聞・美術館ナビ・¯売ジュニア᷿レス
　　　　　　等Ā9記Ï

　朝日新聞ÿ朝日新聞・朝日デジタル・朝日_学生新聞｜
　　　　　　朝日中Ú生新聞等ĀĀ記Ï

　BUNGANET　５記Ï

　日経クロステック　2記Ï

　SUUMO　3記Ï

　ELLE DECOR　2記Ï　

᷿レスリリースの転載のà、多くのメディアが×w記Ïを

掲載くださった。建築関連メディアだけでなく、新聞をは

じめとするN般向けのメディアに掲載されたことで、広く

社会に情報を伝播することができた。

また、東京建築祭の趣èに賛\くださった記者による×w

や参加レポートなど、\Nメディアで複数回の記Ïに×り

Pげていただいたものが多く、¯者の関心を醸成していく

ことができた。
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2024/02/09     valuepress

2024/02/09     FineNews Today

2024/02/09     チェッカーズ！

2024/02/09     BtoB᷿ラットフォーム 業界チャネル

2024/02/09     オトナの会社設立2

2024/02/09     ネット選挙ドットコム

2024/02/09     Yahoo! JAPANニュース

2024/02/09     vfリリース

2024/02/10     BUNGA NET

2024/02/11     TECTURE MAG

2024/02/09     Time Out Tokyo

2024/02/09     マピオン

2024/02/21     美術展ナビ

2024/02/29     ELLE DECOR

2024/03/21     モダンリビング

2024/03/27     Impress Watch

2024/04/11     日経クロステック

2024/04/12     BUNGA NET

2024/04/12     マピオン

2024/04/12     dailyNewsOnline

2024/04/12     Time Out Tokyo

2204/05/25     朝日新聞デジタル

2024/05/26     BUNGANET

2024/05/27     ¯売新聞ジュニア᷿レス

2024/05/30     ケノハレ

2024/05/31     美術展ナビ

2024/05/31     朝日小学生新聞｜朝日中Ú生新聞

2024/06/10     マスキングテー᷿コラム

2024/06/11     SUUMOジャーナル

2024/06/14     SUUMOジャーナル

2024/06/18     YAHOO ニュース

2024/06/19     LIFULL HOME’S PRESS

2024/04/13     Yahoo! JAPAN

2024/04/13     ELLE DECOR

2024/04/15     TECTURE MAG

2024/04/16     ねとらぼ

2024/04/17     Yahoo! JAPANニュース

2024/04/17     Casa BRUTUS

2024/04/18     美術展ナビ

2024/04/22     旅色LIKES

2024/04/26     goodroom journal

2024/04/28     BUNGANET

2024/05/02     TOKYO ART BEAT

2024/05/07     旅色LIKES

2024/05/17     朝日新聞デジタル

2024/05/20     BUNGANET

2024/05/20     コロカル

2024/05/21     SUUMOジャーナル

2024/05/23     日本橋経済新聞

2024/05/24     TECTURE MAG

2024/05/24     日経クロステック

2024/05/24     CONFORT

2024/05/24     Yahoo! JAPANニュース
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2024/03/27　Impress Watch 2024/04/13　ELLE DECOR 2024/04/28　BUNGANET

2024/05/20　コロカル 2024/05/21　SUUMOジャーナル 2024/06/19　LIFULL HOME’S PRESS2024/05/26　BUNGANET

2024/05/07　旅色LIKES
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2024/05/02     東京人2024年6月号

2024/05/12     朝日小学生新聞

2024/05/19     朝日新聞

2024/05/22     読売新聞

2024/05/22     建設工業新聞

2024/05/26     朝日新聞

2024/05/16     読売新聞ジュニア᷿レス

2024/05/31     朝日小学生新聞｜朝日中高生新聞

2024/06/07     朝日小学生新聞

2024/06/16     朝日中高生新聞

2024/06/17     THE JAPAN NEWS BY THE YOMIURI 

2024/06/17　 THE JAPAN NEWS BY THE YOMIURI 
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2024/06/16　朝日中Ú生新聞2024/05/31　朝日_学生新聞｜朝日中Ú生新聞 2024/06/07　朝日_学生新聞

2024/05/19　朝日新聞 2024/05/22　建設工業新聞2024/05/22 　¯売新聞2024/05/02　東京人2024�6o号 2024/05/26　朝日新聞朝刊

2024/05/16　¯売ジュニア᷿レス
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クラウドファンディング08

08-01｜クラウドファンディング



URL｜モーションギャラリー

https://motion-gallery.net/projects/tokyokenchikusai2024

期間｜2024�2o9日ÿ金Āー 5o8日ÿ火Ā

目標額｜4,000,000Ö

支援額｜6,243,333Ö

支援者数｜337]

訪問者数｜48,150人

返礼｜東京建築祭2024応援トートバッグ

　　　東京建築祭キックオフイベント O越劇場ご招待

　　　建設工Ï中のGinza Sony Park 特w見学会

　　　日q工業倶楽部会館 特w見学会

　　　専門家サイン入り厳選建築q3冊セット

　　　東京建築祭全᷿ログラムどれでも1つ優Y参加k

開始後２±間で目標金Ýの400万ÖをÔ成し、最終的には

目標Ýの1.6倍の支援をいただいた。

東京建築祭実現へ向けての経済的基盤と社会への情報波Û

の源泉としての役割を果たした。

08-01　｜　クラウドファンディング 71

ページ訪問者性w

ページ訪問者�齢層

返礼品例
藤q壮Ïさんオリジナルスケッチのトートバッグ
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収支09

09-01｜à支実績
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収　入

合計

p料ツアー売P

アーツカウンシル助成金

協賛・寄付

クラウドファンディング

建築祭\\会員組織ロイヤリティ

5,123,100

11,500,000

5,420,000

6,243,333

275,592

28,562,025

支　出

合計

イベント運営費

イベントスタッフ謝礼

広報費

ÏÛ局運営費

そのà手数料等

4,716,265

2,790,943

5,231,970

12,393,250

1,319,010

26,451,438

助成金や企業協賛、クラウドファンディングなど、多方面からのご支援によって第N回東京建築祭を実現することができた。

準備した各種のイベント運営施策が_規模であったこと、広告媒体費の支出がなかったことから支出が抑えられ、à支は2,110,587Öの᷿ラスとなった。この余

�金は次�þの改善に使わせていただく予定。

Î後へ向けて、多数の参加者をØけ入れ得るイベント整備のための資金確保が大きな課Ü。

※関連Ï業を含む
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建築から、ひとを感じる、まちを知る

東京建築祭はこれからも、みなさまとともに、

開かれた建築の楽しみを展開していきます。




